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江府町の人口

（2月28日現在）

世帯数1332世帯
人　口も130人
（前月比　4人滅）
（男）糾09
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（1）≡昭和57年3月31日発行

春
は
子
供
に
と
っ
て
も
、
親
に
と
っ

て
も
、
期
待
と
不
安
に
胸
は
ず
む
と
き

で
す
。陽
春
の
光
の
中
で
新
し
い
出
発
の
季

節
。
そ
れ
は
、
確
か
に
新
し
い
ス
タ
ー

ト
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
親
し
ん
だ
環
境

と
別
れ
て
未
知
の
世
界
へ
飛
躍
の
季
節

で
も
あ
り
ま
す
。

今
春
町
内
の
小
学
校
に
入
学
す
る
児

童
は
、
五
十
四
人
。
中
学
校
に
入
学
す

る
生
徒
は
四
十
三
人
で
す
。

▲
今
年
一
年
生
に
な
る
園
児
た
ち
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県知事選挙おわる

投
票
率
7

9
・
9

0
琵

江　　府　　町　　報

ト
佐
川
地
区
は
集
会
所
新
築
工
事
の
た

め
、
寺
で
投
票

三
月
十
四
日
、

鳥
取
県
知
事
選
挙

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

有
権
者
の
出
足
が

伸
び
悩
み
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、
結

局
投
票
率
は
、
七

九
・
九
〇
ば
と
前

回
よ
り
も
七
・
八

二
紹
下
回
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
県

下
で
は
第
二
位
（

県
議
補
選
の
東
伯

郡
を
除
き
）
の
高

率
で
し
た
。

開
票
は
、
午
後
六
時
四
十
分
か
ら
土

井
の
内
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
町

内
で
の
各
候
補
者
の
得
票
数
と
高
率
投

票
区
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（得票）平
林
こ
う
ぞ
う
　
二
、
七
七
三
乗

う
し
お
は
じ
め
　
　
三
五
八
乗

有
効
投
票
　
　
三
、
一
三
一
票

無
効
投
票
　
　
　
　
六
九
票

（
高
率
投
票
区
ベ
ス
ト
五
）

一
位
　
宮
市
原
一
〇
〇
・
〇
〇
紹

二
位
　
助
　
沢
　
　
九
二
・
九
八
詫

三
位
　
吉

四
位
　
宮

五
位
　
柿

原　市原

九
二
・
〇
〇
詫

九
一
二
二
詫

九
一
・
〇
七
托

検
察
審
査
員

（
補
充
員
）
に

小
谷
さ
ん

米
子
検
察
審
査
会
が
各
市
町
村
の

選
挙
人
名
簿
を
も
と
に
審
査
員
と
補

充
員
を
抽
選
に
よ
り
選
考
し
た
結
果
、

小
谷
元
伸
さ
ん
（
江
尾
）
が
検
察
審

査
員
（
補
充
貞
）
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

検
察
審
査
会
は
、
十
一
人
の
審
査

貞
で
つ
く
ら
れ
、
検
査
官
の
不
起
訴

処
分
が
正
し
く
行
わ
れ
た
か
ど
う
か

を
審
査
す
る
の
が
お
も
な
仕
事
で
す
。

今
期
の
任
期
は
、
昭
和
五
十
七
年
二

月
か
ら
昭
和
五
十
七
年
七
月
ま
で
の

六
か
月
間
で
す
。

だった子牛せり市巌
3月15日、3月期子牛せり市が江尾家畜市

場で行われ、子牛のひっきりなしのなき声が

市場のせり声をいっそうかき立てました。

今年に入ってはじめてのせり市とあって、

飼育農家の人たちも期待と不安の入り交じっ

た真剣な表情で「せり牛」をみつめていまし

た。

この日、町内から出場した子牛は161頭。

価格は最高79万9千円。最低13万円。町の平

均は29万4千円でした。前期の11月期に比べ

て総平均2万5千円安値、また、昨年3月期

よりも総平均8万円安値で、農家の人たちは

期待はずれのためか、みな渋い顔でした。

なお、7月期の子牛せり市から岸本町で行

われる予定です。

江尾家畜市場の結果

出頭 最 高 最 低 平 均

メ　ス 頭 千円 千円 円
83 799 150 363，156

オ ス 3 220 140 189，333

去勢牛 75 301 130 220，680

総平均　　293，546円

▲江尾家畜市場で最後のせり市

町
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月
庁
内
A
汽
明
道
児
童
館
起
工
式

在
勤
昭
和
五
十
七
年
度
予
算
最
終

査
定
農
業
委
員
会

岡
山
農
政
局
建
設
部
来
庁

新
道
役
員
来
庁

農
用
ダ
ム
協
議
会

民
生
委
員
会

西
部
町
村
長
会
（
米
子
）

江
尾
テ
レ
ビ
共
聴
組
合
総
会

県
町
村
会
総
会
（
倉
吉
）

名
和
町
役
場
し
ゅ
ん
工
式

町
卓
球
大
会

在
勤
生
涯
教
育
研
究
会
（
米
子
）

郡
内
高
校
P
T
A
役
員
来
庁

中
国
横
断
自
動
車
道
町
対
策

会
議
総
会
、
職
員
同
和
研
修

会洲
河
崎
役
員
来
庁

俳
句
教
室

農
用
ダ
ム
研
究
会

環
境
庁
公
園
計
画
調
査
官
来

庁
、
議
会
常
任
委
員
長
研
修

会三
町
衛
生
施
設
組
合
議
会
、

献
穀
田
打
合
会

荒
田
役
員
来
庁
、
中
電
俣
野

川
発
電
所
建
設
所
転
任
者
送

別
会
武
庫
及
び
尾
上
原
役
員
来
庁

江
尾
砕
石
来
庁

都
社
会
教
育
大
会
（
溝
口
）

郡
囲
碁
大
会
（
江
府
町
）
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報町府江

m
責
p
聞

洲
河
崎

…
洲
河
崎
と
下
安
井
が
‥
地
区
と
下

目
　
グ
ー
ン
と
近
く
に
‥
安
井
地
区

卜

‥

＝

・

‥

・

…

＝

‥

＝

■

を

結

ぶ

町

道
洲
河
崎
下
安
井
線
で
道
路
改
良
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
工
事
は
、
五
十
四
年
度
か
ら
四

か
年
計
画
で
進
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、

今
年
度
は
、
三
年
目
と
し
て
、
幅
員
の

拡
張
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
来
年
度

は
、
落
石
防
止
工
事
な
ど
が
行
わ
れ
ま

す
。総
工
事
費
は
、
三
、
六
〇
〇
万
円
。

ト
完
成
が
ま
た
れ
る
洲
河
崎
下
安
井
鯨

⑳

⑳

笥
≪
朋
ゐ

建
　
設
　
工
　
事
あ
　
れ
　
こ
　
れ

●

…

・

…

…

…

」

　

遊

び

場

二
尾
上
頗
地
区
に
…
の
少
な
い

‖
山
　
村
　
広
　
場
　
日
子
ど
も
た

r

・

・

・

‥

‥

＝

‥

・

‥

・

・

■

ち

に

、

伸

び
伸
び
と
遊
べ
る
広
場
を
と
、
尾
上

原
地
区
で
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
山

村
広
場
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
山
村
広
場
は
、
〓
0
0
平
方

㍍
で
プ
ラ
ン
コ
や
ス
ベ
リ
台
な
ど
の

遊
具
の
は
か
管
理
棟
も
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
電
源
交
付
金
と

農
林
省
補
助
金
の
充
当
事
業
で
総
工

事
費
は
、
一
、
八
二
二
万
円
。

ト
思
い
き
り
遊
べ
ま
す

・

…

…

…

…

」

　

豪

雨

の

土
砂
く
ず
れ
を
解
消
‖
た
び
に
土

江
尾
地
内
　
‖
砂
が
く
ず

‥

‥

‥

・

＝

＝

‥

・

・

し

れ

、

た

び

た
び
交
通
止
め
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
町
道
江
尾
杉
谷
御
机
線
の
江
尾
地

内
で
、
今
年
度
、
災
害
復
旧
工
事
と

し
て
土
砂
く
ず
れ
防
止
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
完

成
し
、
そ
の
心
配
も
な
く
な
り
、
生

活
道
路
と
し
て
の
安
全
が
期
待
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

総
工
事
費
は
、
二
、
七
八
八
万
円
。

■
大
雨
で
も
通
行
で
き
ま
す

佐川地区に

集会所が完成

こ
の
ほ
ど

佐
川
地
区
に

集
会
所
が
完

成
し
、
三
月

二
十
八
日
喜

び
の
完
成
式

が
行
わ
れ
ま

し
た
。

一
．
：
：
：
：
‥
：
．
し
　
こ
の
施
設

は
、
電
源
交
付
金
の
充
当
事
業
で
、

総
工
事
費
三
九
八
万
円
、
鉄
骨
平
屋
建

て
、
面
積
一
七
〇
二
二
平
方
㍍
の
建
物
で
、

研
修
室
、
会
議
室
の
ほ
か
に
調
理
実

習
室
な
ど
が
設
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
青
年
家
庭
講
座
な
ど
社

会
教
育
の
場
と
し
て
、
新
し
い
地
区

づ
く
り
に
大
き
な
期
待
が
も
た
れ
て

い
ま
す
。

ト
完
成
し
た
佐
川
会
館

春
の
防
犯
運
動

い
よ
い
よ
春
の
行
楽
期
を
迎
え
ま
す

が
、
こ
の
季
節
に
は
、
住
宅
や
事
業
所

等
の
不
在
を
狙
う
盗
難
事
件
、
及
び
学

年
末
の
休
み
も
含
ん
で
勉
強
か
ら
解
放

さ
れ
た
気
の
ゆ
る
み
に
伴
う
少
年
非
行

な
ど
事
件
が
多
く
発
生
す
る
心
配
が
あ

り
ま
す
。
警
察
で
は
、
こ
れ
ら
の
犯
罪

や
事
件
を
防
止
す
る
た
め
に
　
〝
春
の
防

犯
運
動
″
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
次
の

こ
と
に
十
分
注
意
し
て
こ
の
運
動
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

盗
艶
の
予
防

・
ち
ょ
っ
と
の
留
守
で
も
必
ず
戸
締

り
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
会
社
や
事
業
所
で
は
、
管
理
体
制

を
厳
重
に
す
る
は
か
、
防
犯
ベ
ル
設
置

を
ど
の
防
犯
対
策
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

・
防
犯
施
設
の
点
根
を
す
る
と
と
も

に
、
非
常
通
報
装
置
、
防
犯
ベ
ル
の
操

作
要
領
な
ど
を
全
員
に
よ
く
知
ら
せ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

少
年
の
非
行
防
止

・
つ
ね
に
子
供
の
行
動
、
持
ち
物
、

こ
と
ば
使
い
や
態
度
、
交
友
関
係
に
は

気
を
配
り
変
わ
っ
た
点
が
あ
れ
ば
、
適

切
を
指
導
や
助
言
を
す
る
。

暴
力
の
追
放

・
ど
ん
を
小
さ
を
暴
力
や
お
ど
し
で

も
1
1
0
番
か
最
寄
り
の
警
察
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
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江　　府　　町　　報

昭和55年実施した国勢調査

によりますと本町の人口は、

5、015人。これを5歳ごとに

区切り男女別の表にしたのが

上の人口ピラミッド図です0

このピラミッドの底がすぼ

んでいるのは、出生率が低下

しているためです。

次にピラミッドの中央部が

極端にくびれているのは、第

二次世界大戦中で、この間に

生まれた人が少なかったため

です。このピラミッドにまで

戦争のツメ跡が陰を落してい

ます。

5年間の人口動態

出 生 死 亡 転 入 転 出

5 1 年
人 人 人 人

5 0 4 8 1 8 0 2 1 0

5 2 年 6 2 4 7 1 9 0 2 0 1

5 3 年 4 8 5 4 1 6 5 2 6 0

5 4 年 3 9 5 8 1 4 6 2 2 2

5 5 年 4 5 5 0 2 5 0 2 0 3

人口ピラミッド（55年）

90
歳以上

男　 ≡喜殿 誓 5～79軒告＝莞 女

己。とこ．‥．溝、ごく▲＝：＜

開署羅：莞

紺浜さ・＝＝：∫＝＝こ＝Y＝＝ミ甘ン㌢＝＝＝預ニ＝ 笹鞍携■∴r＝1＝‘＝

際　 ニ＝＝闇 淋ニ

際 二・二・・＝＝稚藩桝・・ニ

量＝＝二二■＝滞照雄軋＿　＿」滞澤≡＝＝■：■＝ 謀 議

駐

」

際 ；．二二＝：＝拙，． 　 撚薄：若
15～噸 批

際

際‥■；′r■声一°○呈：＝鞘ま

」

；≡：・喘ぎ＝＝二＝ごジr‘薫
」

5歳階級別人口（55年）

年　 齢 男 女 計 男 女

老 年 人 口

7 8 6 人

（1 5 ．7 ％ ）

9 0 歳 以 上 9 人 3 人 6 人

8 5 － 8 9 歳 3 2 1 6 1 6

8 0 － 8 4 歳 1 0 3 3 6 6 7

7 5 － 7 9 歳 1 6 5 7 5 9 0

7 0 － 7 4 歳 1 8 7 8 2 1 0 5

6 5 ～ 6 9 歳 2 9 0 1 17 1 7 3

労 働 力 人 口

3 ，4 6 3 人

（6 9 ．0 ％ ）

6 0 ～ 6 4 歳 3 0 7 1 34 1 7 3

5 5 － 5 9 歳 38 6 18 0 2 0 6

5 0 ～・5 4 歳 4 5 5 2 2 8 2 2 7

4 5 ～ 4 9 歳 4 5 3 2 2 4 2 2 9

4 0 － 4 4 歳 3 8 1 1 9 2 1 8 9

3 5 ～ 3 9 歳 2 6 6 1 4 7 1 1 9

3 0 ～ 3 4 歳 2 8 5 1 4 6 1 3 9

2 5 ～ 2 9 歳 3 2 3 2 0 6 1 17

2 0 － 2 4 歳 2 7 1 1 4 1 1 3 0

1 5 － 1 9 歳 3 3 6 1 8 6 1 50

幼 若 年 人 口

7 6 6 人
（1 5 ．3 ％ ）

1 0 － 1 4 歳 2 6 3 1 2 9 1 34

5 ～　 9 歳 2 5 6 1 3 3 1 2 3

0 －　 4 歳 2 4 7 1 3 6 1 1 1

総　　　　 計 5 ，0 1 5 2 ．5 1 1 2 ．5 0 4
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江　　府　　町　　報

国勢調査に見る町の姿

人口が昭和50年より10人減少してい

るのに対し世帯数が176世帯増えてい

ます。これは、俣野川発電所建設工事

に伴う作業員の転入が多かったためで

す。

65歳以上のお年寄りがいる世帯は、

596世帯です。

15歳以上の就業状況

人　口　推移

世 帯 数
人　　　　 口

男 女 総　　 数

3 5 年 1 ，3 7 1 3 ，4 1 1 3 ，5 9 1 7 ，0 2 2

4 0 年 1 ，3 3 3 3 ，0 1 3 3 ，2 9 8 6 ，3 1 1

4 5 年 1 ，2 9 1 2 ，5 9 3 2 ，9 4 5 5 ，5 38

5 0 年 1 ，2 6 8 ‾ 2 ，3 7 9 2 ，6 4 6 5 ，0 2 5

5 5 年 1 ．4 4 4 2 ，5 1 1 2 ，5 0 4 5 ，0 1 5

農秦に従事ず

る人が減る

持ち家の人は

！柊％

転
入
者
俣
野
川
発
電
所
建
設

工
事
に
伴
う
転
入
者
が

増
え
る
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報

胃ガン摸診4月15日から

ーみんなが受けて健康管理－

本
年
度
の
胃
ガ
ン
検
診
は
、
四
月
十

五
日
か
ら
七
日
間
、
左
表
の
よ
う
に
町

内
五
会
場
を
巡
回
し
て
行
い
ま
す
。

今
年
は
検
診
を
受
け
易
く
す
る
た
め
、

各
会
場
と
も
朝
の
検
診
時
間
を
二
十
分

早
め
、
八
時
十
分
に
開
始
し
ま
す
か
ら
、

指
定
の
場
所
（
都
合
の
悪
い
場
合
は
最

寄
り
の
場
所
）
で
受
診
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
健
康
診
断
全
部
を
通
じ
て
、

「
兼
受
診
者
を
な
く
す
る
」
こ
と
を
大

目
標
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、

毎
年
の
各
健
康
診
断
を
受
け
る
人
が
固

定
化
す
る
傾
向
に
あ
り
、
診
断
を
受
け

な
い
人
の
健
康
管
理
が
サ
ー
ビ
ス
漏
れ

に
な
る
こ
と
を
防
ぐ
意
味
か
ら
で
す
。

検
診
機
械
の
機
能
ア
ッ
プ
で
、
各
会

場
の
検
診
予
定
人
員
に
は
、
ま
だ
余
裕

が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
込
済
み
以
外
の

希
望
者
は
直
接
町
役
場
保
健
課
へ
申
込
ん
で
下
さ
い
。

自
分
の
健
康
を
ま
も
る

「
高
血
圧
教
室
」
　
へ
強
い
関
心

去
年
一
年
、
町
が
行
っ
た
各
健
康
診

断
を
通
じ
て
「
日
常
の
く
ら
し
に
注
意

し
よ
う
」
と
指
示
さ
れ
た
人
へ
貝
体
的

胃ガン検診日程
月 ・日 受　 付　 時　 間 場　　　　 所 対　　 象　 地　　 区

4 1 5（杓
午前

西 成 公 民 館
吉 原 ・西 成 ・袋 原

8：10－ 10：30 大 河 原

4 1 6（釦
午

8
l
10 一－10：30

米 沢 小 学 校
米　 沢　 地　 区
（宮市 ・貝 田除 く）

4 1 9（月）午
8
l
10 ～ 10 ：30

俣 野 小 学 校
池 ノ 内 ・尾 上 原

日 ノ 詰 ・深 山 口

4ゼ㈹
午前 キョートスポーツ

洲河崎 ・半ノ上 ・宮

ノ前 ・荒田 ・キョー8 ：10～ 10：■30 百二府工場 トスポーツ職員

4ゼ100 午 前 キョートスポーツ 武 庫 ・新 道 ・一 旦
8 ：10 、10 ：30 江 府工場 下 安井

4 122休）午前 江府町役場前 柿原 ・久連 ・小江尾
8 10 ～10 ：30 大 万 ・貝田

4ゼ3（釦 午

8
l
10 ・－10 ：30

江府町役場前 本 1 － 本 5・新 1・斬 2
宮 市 ・佐川

受診の心得
○検診の日は朝食・水・タバコなど飲食物は
とらをいで下さい。
受診するときは、簡単に肌着だけになるこ
とができる服装でおいで下さい。
○検診料金は700円、ただし、これは町民税
の所得割を納める世帯の方だけで、その他
の方は町補助によって無料です。

▲「これくらいならいける」1日8グラムの減塩食を
試食する参会者

な
生
活
指
導
を
行
う
「
高
血
圧
教
室
」

は
、
根
雨
保
健
所
と
町
の
共
催
で
去
る

三
月
十
八
日
「
老
人
の
家
」
で
ひ
ら
か

れ
ま
し
た
。

案
内
し
た
九
十
名
に
対
し
七
十
名
の

出
席
が
あ
り
”
自
分
の
健
康
は
自
分
で

ま
も
る
〝
と
い
う
健
康
管
理
へ
の
高
い

関
心
の
ほ
ど
が
う
か
が
わ
れ
、
日
程
の

∇
「
高
血
圧
の
知
識
」
＝
映
画

▽
「
高
血
圧
と
く
ら
し
」
＝
保
健
婦

▽
「
食
事
と
健
康
」
＝
栄
養
士

▽
「
か
ら
だ
の
し
く
み
」
＝
安
東
医
師

な
ど
で
自
分
の
身
体
と
の
つ
き
合
い
を

勉
強
、
自
覚
症
状
や
家
族
の
健
康
に
つ

い
て
活
発
な
質
問
が
次
々
行
わ
れ
る
を

ど
、
談
笑
の
う
ち
に
認
識
を
高
め
ま
し
た
。

ま
た
、
実
践
演
習
の
ひ
と
つ
と
し
て

当
日
の
昼
食
は
、
町
の
食
生
活
改
善
推

進
協
議
会
（
徳
岡
力
子
・
会
長
）
の
み

な
さ
ん
が
、
日
ご
ろ
研
修
の
技
術
を
持

ち
寄
っ
て
「
減
塩
食
事
」
づ
く
り
を
奉

仕
、
参
会
者
へ
提
供
し
て
普
及
に
つ
と

め
ま
し
た
。

●集寡●

健
康
づ
く
り
の
食
生
活

食
生
活
改
善
講
座

垂
〓
講
生
募
集

町
で
は
、
五
十
七
年
度
も

根
雨
保
健
所
栄
養
士
を
講
師

に
、
食
生
活
改
善
講
座
を
開

き
ま
す
。
こ
れ
は
、
人
の
健

康
を
保
つ
た
め
に
一
番
大
切

な
「
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
」
が
日
常
の
く
ら

し
に
と
け
こ
む
よ
う
、
知
識

を
た
か
め
、
毎
回
の
実
習
で

身
に
つ
け
て
頂
く
も
の
で
、

昭
和
五
十
四
年
度
か
ら
開
始

し
、
実
践
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

新
年
度
か
ら
更
に
受
講
者

の
輪
を
ひ
ろ
げ
、
町
民
み
ん

を
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ

よ
う
念
蘇
し
て
い
ま
す
。

募
集
要
領
は

対
象
者
　
十
八
歳
以
上
の
女
子

講
座
内
容
　
次
ペ
ー
ジ

受
講
料
　
教
科
書
代
は
無
料

ま
た
、
全
日
程
出
席
者
に

は
、
修
了
証
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
四
月
三
十
日
也
ま
で
に

町
役
場
保
健
課
へ
申
込
ん
で

下
さ
い
。

＼

⑳

Soumu
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報町府

父
母
ら
の
笑
み
誘
う

お
楽
し
み
会

か
わ
い
ら
し
い
し
ぐ
さ
や
元
気
い
っ
ぱ
い
の

演
技
で
人
気
が
あ
る
寓
児
た
ち
の
お
楽
し
み
合

が
、
二
月
二
十
四
日
、
子
供
の
国
保
育
園
で
行

わ
れ
、
年
長
・
年
中
組
の
「
か
ぐ
や
姫
」
な
ど
歌

や
劇
、
踊
り
に
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
た
ち

は
大
喜
び
。
わ
が
子
の
見
事
を
成
長
ぶ
り
を
見

守
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
お
楽
し
み
会
は
毎
年
一
回
、
一
年
間
の

学
習
の
総
ま
と
め
と
し
て
こ
の
時
期
に
行
わ
れ

て
お
り
、
園
児
は
も
と
よ
り
、
父
母
た
ち
の
楽

し
み
の
一
つ
と
を
っ
て
い
ま
す
。

リつばな社会人に

要言要塞卒業生激励会

ト
劇
「
か
ぐ
や
姫
」
を
演
じ
る
園
児
た
ち

江

新入学児に

黄色いカッパ

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
て
い

た
だ
こ
う
と
贈
っ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
町
交
通
安
全
母
の
会
で
も
、

各
町
内
の
小
・
中
学
校
に
五
百
枚
の
夜

光
腕
章
を
贈
り
、
交
通
安
全
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

三
月
五
日
、
土
井
之
内
会
館
で
今

春
中
学
校
を
卒
業
す
る
母
子
・
父
子
家

庭
の
生
徒
と
就
職
進
学
生
六
名
の
前
途

を
祝
い
、
町
主
催
の
激
励
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

希
望
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
る
生
徒
一

人
一
人
へ
井
上
町
長
か
ら
、
町
長
揮
ご

ぅ
の
色
紙
と
記
念
品
を
贈
り
「
中
国
の

こ
と
ば
で
〝
無
恒
安
息
″
・
－
安
息
を
恒

と
す
る
こ
と
な
か
れ
。
人
は
み
を
だ
れ

で
も
楽
を
ほ
う
へ
楽
を
ほ
う
へ
と
行
こ

う
と
す
る
も
の
。
し
か
し
、
安
息
ば
か

り
し
て
り
っ
ば
に
な
れ
る
こ
と
は
な
い
。

ま
し
て
身
を
て
い
し
て
苦
労
し
て
い

く
姿
勢
は
勇
気
の
い
る
こ
と
。
そ
う
し
た

勇
気
は
、
後
日
は
必
ず
身
を
結
ぶ
」
と

色
紙
の
こ
と
ば
を
要
約
、
ま
た
「
父
母

の
温
か
い
真
心
を
忘
れ
ず
、
健
康
に
十

分
気
を
つ
け
て
成
長
し
て
下
さ
い
」
と

生
徒
た
ち
の
前
途
を
祝
福
し
、
晴
れ
や

か
な
人
生
を
期
待
す
る
言
葉
を
お
く
り

ま
し
た
。
つ
づ
い
て
、
西
部
福
祉
事
務

所
長
、
米
子
公
共
職
業
安
定
所
長
、
川

崎
教
育
委
員
長
ら
、
来
賓
の
祝
辞
が
あ

り
生
徒
を
代
表
し
て
久
代
伸
次
さ
ん
が

「
ど
ん
な
逆
境
に
あ
っ
て
も
親
の
恩
を

忘
れ
ず
、
世
の
中
の
役
に
立
つ
立
派
を

社
会
人
に
な
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
」

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
恒
例
の
町
母
子
会
奉
仕

の
昼
食
会
に
移
り
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

町
で
は
、
今
年
小
学
校
に
入
学
す
る

全
児
童
に
、
黄
色
い
雨
具
（
カ
ッ
パ
）

を
贈
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
児
童
た
ち
を
悲
惨
を
交
通

事
故
か
ら
ま
も
り
、
助
を
い
う
ち
か
ら

■
■
…
‖
γ
半
日
＝
日
日
．
・
‖
＝
‖
■
、
、
‖
〟
〟
日
．
・
・
H
㌫
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日
日
〟
日
日
〟
日
日
日
日
日
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〟
キ
‖
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日
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〃
‖
‥
〃
＝
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ハ
〃
‖
‥
日
日
．
、
弦
V
H
H
「
…
轟
…
‖
日
日
．
■
宇
目
‥
日
日
日
日
仙
‖
・
曾
■
日
だ
＝
日
日
．
■
‖
‥
日
日
．
、
‖
＝
‖
〟
‖
＝
日
日
γ
…
∴
目
許
日
日
‥
〉
日
日
‥
‖
‥
＝
日
日
日
直
日
直
曾
∵
…
〟
‖
㌧
‥
‖
‥
日
日
㌶
〃
カ
二
∴
‖
…
日
．
■
日
誌
‥
‖
〟
日
．
・
削
．

■
W
W
草
川
h
W
夏
日
〟
〟
‖
阜
…
‖
〃
‖
…
‖
浮
．
‖
〟
日
日
‖
‥
＝
‥
〟
〟
“
…
爪
樟
蝉
〟
‖
…
〟
‥
日
日
狩
〃
‖
ポ
リ
…
目
許
‖
ノ
」
〟
〟
＝
日
日
y
W
ポ
…
払
W
好
日
．
日
日
は
ヾ
‖
〃
‖
浮
七
日
目
‥
．
■

∴
∵
イ

ト
お
礼
を
述
べ
る
久
代
く
ん

講
座
内
容

5
月
上
旬

開
講
式
、
公
衆
衛
生
、
食

生
活
改
善
の
必
要
性
、
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
晴

6
月
上
旬

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、

食
品
と
栄
養
素

7
月
上
旬

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、

糖
質
と
脂
肪
に
つ
い
て

8
月
上
旬

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、

ビ
タ
ミ
ン
・
無
機
質
に
つ
い

て
、
た
ん
白
質
に
つ
い
て

9
月
上
旬

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、

献
立
の
立
て
方
、
栄
養
価

計
算
の
仕
方

1
0
月
上
旬

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、

幼
児
の
食
事
、
妊
婦
の
食

事
1
1
月
上
旬

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、

中
高
生
の
食
事
、
弁
当

1
2
月
上
旬

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、

労
働
時
の
食
事

1
月
上
旬

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、

成
人
病
の
食
事

2
月
上
旬

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、

食
物
の
衛
生

3
月
上
旬

閉
講
式
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四角形
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4月から5，220円

報町府江

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
現
在

月
額
四
、
五
〇
〇
円
（
付
加
年
金

四
、
九
〇
〇
円
）
で
す
が
、
今
年

四
月
か
ら
五
、
二
二
〇
円
（
付
加

年
金
　
五
、
六
二
〇
円
）
に
そ
れ

ぞ
れ
改
定
さ
れ
ま
す
。

こ
の
保
険
料
額
の
引
上
げ
は
、

昨
年
七
月
に
年
金
額
の
引
上
げ
等
、

年
金
制
度
が
改
善
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

国
民
年
金
の
財
源
は
、
加
入
者

の
納
め
る
保
険
料
と
国
の
負
担
す

る
国
庫
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

将
来
に
わ
た
っ
て
、
高
い
年
金

額
を
維
持
し
、
生
活
を
支
え
る
価

値
あ
る
年
金
に
す
る
た
め
に
は
、

加
入
者
の
適
正
な
負
担
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

保
険
料
は
、
加
入
者
の
負
担
を

で
き
る
だ
け
軽
く
、
納
め
や
す
く

す
る
た
め
に
段
階
的
に
引
き
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
滞
納
し
な

い
よ
う
納
め
て
く
だ
さ
い
。

一
年
分
前
払
い
が
で
き
、
割
引

き
の
あ
る
保
険
料
の
前
納
制
度
が

あ
り
ま
す
。
昭
和
五
十
七
年
度
の

定
額
保
険
料
は
、
年
額
六
二
、
六

四
〇
円
で
す
が
、
四
月
に
一
年
分

前
納
す
れ
ば
六
一
、
一
三
〇
円
に

な
り
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
人
に
は
、
保
険
料
の
免
除
制
度

も
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
町
役
場
年
金

係
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

保
険
料
が

福
祉
向
上
に

役
立
つ

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

（
二
月
中
寄
託
分
）

香
典
返
し
と
し
て

新
一
梅
林
　
譲
殿

（
弟
千
万
人
様
ご
逝
去
）

新
二
　
福
田
和
夫
殿

（
母
節
子
様
ご
逝
去
）

一
旦
　
宇
田
川
勝
殿

（
祖
母
亀
代
様
ご
逝
去
）

内
祝
と
し
て

久
　
連
高
野
キ
ヌ
コ
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

日
の
詰
中
尾
義
雄
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

一
旦
　
井
上
信
雄
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

日
の
詰
　
加
藤
ふ
み
江
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

・
善
意
銀
行
受
払
報
告
＝
・
■

L
一
月
未
累
計
額

百
八
十
八
万
百
九
十
一
円

も
一
日
中
寄
付
額

十
七
万
二
千
円

内
　
　
訳

快
気
祝
　
　
九
万
二
千
円

香
典
返
し
　
八
万
円

も
一
月
未
累
計
額

二
百
五
万
二
千
百
九
十
t
円

命
命
命
命
㊨
㊨
鼻

人
の
動
き
命
令
命
令
㊨
鼻
産
廃

（
二
月
届
）

躯
お
誕
生
お
め
で
と
う

荒
田
　
小
瀧
由
布
子
　
　
息
之
　
長
女

久
遠
　
関
内
　
利
恵
　
　
崇
利
　
長
女

圏
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

本
一
藤
原
　
寿
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
　
江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

三　大福福
原塚田　田

智　隆潤憲
子信子二

日
南
町
神
戸
上

江
尾
か
ら

島
根
県
浜
田
市

江
尾
か
ら

寵
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

一
旦
　
宇
田
川
亀
代
　
9
0
歳
　
勝
　
宅

国
民
年
金
の
月
々
の
保
険
料
は

国
庫
に
積
立
て
ら
れ
、
受
給
権
者

に
支
給
さ
れ
る
よ
り
ほ
か
に
、
年

金
積
立
金
還
元
融
資
と
し
て
福
祉

向
上
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
本
町

で
は
現
在
こ
の
融
資
を
受
け
て
老

人
居
室
整
備
資
金
、
障
害
者
住
宅

整
備
資
金
等
事
業
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

⑳
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金亀⑳侶亀

仙川

野

の

弛

（柿原地区）

柿原に野の池という池がある。

底なしの池ともいわれてこの池

に大蛇が住んでいた。

その大蛇は、美しい娘に変身

し、村人達の願いをかなえてや

っていた。

あるときこの地方に大干ばつ

があって、村人達は困り果てて

いた。すると美女に変身した大

蛇は、村人達の嘆きを聞き早速

雨を呼んで降らせたという。村

人達は濡れてゆく田ぼや畑、草

や木を見て大いに喜び野の池に

お供えをして示巳った。それから

は、柿原に水不足ということは

1度もをかったという。

今この池は、沼地になってみ

そはぎの群生地になっている。

Soumu
四角形

Soumu
四角形


